
（広報資料）                      平成２９年９月１１日 

                            京 都 市 行 財 政 局  

                            担 当 総務部総務課 

                            電 話 ２２２－３０４５                        

  

京都市立芸術大学及び京都市立銅駝美術工芸高等学校移転整備工事設計業務 

に係る受託候補者の選定結果について 

 

 京都市では，京都市立芸術大学が，世界に向けて一層の飛躍を果たすとともに，「市

民に愛され，誇りに思っていただける大学」として，京都のまちとともに発展して

いくよう，京都の玄関口であるＪＲ京都駅東部エリアへの移転整備を進めることと

しています。 

 移転後の新キャンパスの設計に当たっては，平成２９年４月に「京都市立芸術大

学移転整備工事設計業務受託者選定委員会（以下「選定委員会」という。）」を設置

し，創造性あふれる提案力を持つ設計者を広く募るため，公募型プロポーザルによ

る受託候補者の選定に向けた審議を行ってきました。 

 この度，選定委員会において，下記のとおり受託候補者を選定しましたので，お

知らせします。 

 今後，受託候補者と委託契約の締結に向けた協議を行っていきます。 

  

記 

  

１ 受託候補者  

  乾・ＲＩＮＧ・フジワラボ・o＋h・吉村設計共同体 

 

 【受託候補者の概要】 

  以下の５社による設計共同体 

代表者 有限会社乾久美子建築設計事務所 

構成員 

株式会社RING ARCHITECTS 

株式会社フジワラテッペイアーキテクツラボ一級建築士事務所 

一級建築士事務所大西麻貴＋百田有希／o＋h 

株式会社吉村建築事務所 

 

２ 主な提案内容 

（１）概要 

  ○ひとつのまちが生まれ成長するような大学をつくる。 

 京都の活動や文化が通りを中心に発展してきたことを引き継ぎ，立体化した

様々なスケールの道を大学活動の中心として位置付ける。 

  ○「つくる」「つかう」「のこす」が融合したプロセス 

 より多くの使い手たちと，情報や知識を共有できる新たな対話の手法を構築す

る。 

  ○地域の生活空間とともにある有機的なキャンパス 

    崇仁地区をはじめ京都のまちや高瀬川と一体となった計画を実現する。 

 



（２）イメージ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            高瀬川沿いに食堂や図書館が展開するイメージ 

 

※本イメージは，設計者選定のための課題に対する提案であり，提案内容がそのまま設計案になるものではありません。 

 



３ 選定理由＜選定委員会での講評内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 選定結果 

  別紙，評価調書のとおり。 

※講評及び第二次審査参加者の技術提案書については，本市ホームページで公開

します。 

  ＨＰアドレス（http://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000218852.html） 

 

５ 今後の予定 

  ９月下旬       設計業務契約締結 

  平成３２年３月末   設計業務完了 

 

（参考） 

 ○京都市立芸術大学移転整備工事設計業務受託者選定委員会 

氏名 職名等 

奥田 正治 崇仁自治連合会会長 

奥 美里 京都市行財政局参事，文化市民局参事 

木下 庸子 工学院大学教授，設計組織ＡＤＨ代表 

妹島 和世 
横浜国立大学大学院Ｙ‐ＧＳＡ教授， 

株式会社妹島和世建築設計事務所代表 

坂東 幸輔 京都市立芸術大学環境デザイン専攻講師 

◎門内 輝行 京都大学名誉教授，大阪芸術大学建築学科長・教授 

鷲田 清一 京都市立芸術大学学長 

   ◎は委員長                    （敬称略，五十音順） 

 大学の基本コンセプトをよく理解し，それを「ひとつのまちが生まれ成長するよ

うに大学をつくる」「つくる・つかう・のこすが融合したプロセス」「地域の生活空

間とともにある有機的なキャンパス」という３つのフレームによって具現化し，ま

ちと共に成長し続けるキャンパスを提案しています。 

 具体的には，京都のみちと奥庭の性質をうまくキャンパス内に取り入れ，周辺の

まちとのつながり，キャンパス内のつながりを生み出す仕掛けを考案しています。

特に，高瀬川に沿って新機構軸，共通工房という２つの創造軸を配置し，鴨川まで

連続する一体のランドスケープとして発展させた点などに大きな力量を感じます。

また，更新を容易にする二段階の構造の仕組み（マトリクスフロアとフレキシブル

ストラクチャー）を提案し，キャンパス空間をより良い空間へと進化させていく可

能性を示しました。 

 二次審査では，斬新な空間の提案が精巧な模型によって明確に示され，そのポテ

ンシャルの高さを理解することができました。同時に，設計者がキャンパス計画に

ついての考えをしっかり持ち，その内容を的確に提案しながらも，状況に応じて柔

軟に対応する対話能力を有していること，さらに管理技術者を中心とするチームワ

ークの良さについても一歩抜き出ていることを確認しました。 

 以上を踏まえて，ともに新しいキャンパスを創り上げるパートナーとして最もふ

さわしい設計者であると高く評価し，受託候補者に選定しました。 

 今後，設計者がチームワークを生かして，意欲的に，粘り強く関係主体との対話

に臨み，検討を重ね，原案をより良い設計案に発展させていくことを期待します。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000218852.html


 

 ○選定経過 

  平成２９年４月２６日 第１回選定委員会（募集要領等の確認） 

       ５月 ８日 公募開始 

       ６月１９日 第１次審査書類の提出期限 

       ７月 ５日 第２回選定委員会（第１次審査） 

       ８月１４日 第２次審査書類の提出期限 

       ８月３０日 第３回選定委員会（第２次審査） 

 

  

  


